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16.  Abstract 

 
赤外線式ナイトビジョンシステムは、夜間、ロービームヘッドランプの照らす範囲より先に存在する

交通に影響のある対象物の視認性を向上させる可能性がある。これは夜間に物が見え難く、また、グレ
アに特に敏感になっている年配のドライバーにとって非常に重要な有益性を持つ。しかしこの有益性
は、ナイトビジョンシステムによって映し出された前方視界を監視・解析するような機能を加えること
による、補助的なコストの発生を伴うかどうかは不明確である。本調査では若い被験者と年配の被験者
に夜間の試験路を走行してもらい、対象物の発見距離とその正確さ、被験者の作業量、及び車両の前
後・横方向の制御の測定を行った。いくつかの条件のもと、被験者の道路の直接の視界を遠赤外線式の
ナイトビジョンシステムで補った。このナイトビジョンシステムでは、二種類の表示スクリーンを使用
した。ダッシュボード上のドライバーに対して真正面に配置したヘッドアップディスプレイと、低めで
車両中心線近く配置したヘッドダウンディスプレイである。 

ナイトビジョンシステムにより若いドライバー、及び年配のドライバーによる対象物の発見距離は向
上し、特に若いドライバーの場合、これは顕著に向上した。ドライバーの作業量に関する試験では、視
覚認識の補助がない場合とナイトビジョンシステムで視覚認識を補助している場合で差が見られなかっ
たことから、本調査のナイトビジョンシステムにより生じる作業量の増大は小さい事が示唆される。 
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